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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第51期
第３四半期
連結累計期間

第52期
第３四半期
連結累計期間

第51期

会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日

自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日

売上高 (千円) 12,084,239 12,886,265 16,325,918

経常利益 (千円) 264,693 210,087 341,940

四半期(当期)純利益 (千円) 124,859 121,640 186,679

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 134,510 166,365 237,280

純資産額 (千円) 4,091,031 4,311,352 4,193,609

総資産額 (千円) 8,255,205 8,638,697 8,346,774

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 26.23 25.57 39.22

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 49.2 49.5 49.8
 

　

回次
第51期
第３四半期
連結会計期間

第52期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年10月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 9.82 2.20
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社の異動ついては、第１四半期連結会計期間において、当社は、株式会社関東消防

機材の発行済株式の全てを取得しました。

　これに伴い、当社の関係会社は子会社が１社増加しました。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動

等または、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありませ

ん。

　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間のわが国経済は、政府公共投資の本格執行や民間住宅投資も着工件数が増

加し、また個人消費も底堅く推移するなど、緩やかに回復しつつあります。

ビルメンテナンス業界におきましては、安全で快適な環境維持と省エネルギーに対する顧客のニーズ

が高まっておりますが、消費税増税の影響や電力料金の値上げなど今後先行きが見通せないため、顧客

の施設維持管理コストの削減意識は依然として高く、厳しい状況が続いております。

当社グループは、そうした顧客ニーズに応えるべく、顧客の視点に立った専門性の高いサービスをよ

り迅速に提供できる体制を整え、今までに増して高品質なサービスの提供で、多様化・高度化する顧客

ニーズに応え、取引基盤の強化と業容拡大に取り組んでまいりました。

当第３四半期連結累計期間の当社グループの売上高は、新たな連結子会社の売上高や前年度および今

年度に獲得した大型新規案件ならびに修繕工事等臨時作業の売上寄与により、前年同四半期連結累計期

間比８億２百万円(6.6%)増加の128億86百万円となりました。

また、利益面におきましては、東京および千葉地区の拠点移転関連費用やのれん一括償却等により、

前年同四半期連結累計期間と比較し販売費及び一般管理費が増加し、営業利益は前年同四半期比86百万

円(39.4%)減少の１億33百万円、経常利益は同54百万円(20.6%)減少の２億10百万円となり、四半期純利

益につきましては、同３百万円(2.6%)減少の１億21百万円となりました。

　

(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末比２億91百万円増加の86億38百万円とな

りました。これは、現金及び預金が６億43百万円増加したこと、および受取手形及び売掛金が２億90百

万円減少したことが主な要因となっております。

負債は前連結会計年度末比１億74百万円増加の43億27百万円となりました。これは、主に流動負債の

その他(預り金等)が増加する一方、未払法人税等および賞与引当金が減少したことが要因となっており

ます。

純資産は、利益剰余金の増加等により、前連結会計年度末比１億17百万円増加の43億11百万円とな

り、自己資本比率は49.5%となりました。
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(3) 対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　
(4)研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 13,000,000

計 13,000,000
 

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成25年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成26年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,812,247 4,812,247
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は1,000株で
あります。

計 4,812,247 4,812,247 ― ―
 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年12月31日 ─ 4,812,247 ─ 654,460 ─ 635,900
 

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できないた

め、記載することができませんので、直前の基準日である平成25年９月30日の株主名簿により記載して

おります。

① 【発行済株式】

平成25年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式    56,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 4,696,000 4,696 ―

単元未満株式 普通株式    60,247 ― １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数          4,812,247 ― ―

総株主の議決権 ― 4,696 ―
 

(注) 「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株含まれております。

また、議決権の数に、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数１個が含まれております。

　

② 【自己株式等】

  平成25年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社ハリマビステム

横浜市神奈川区鶴屋町
２－23－２

56,000 ― 56,000 1.16

計 ― 56,000 ― 56,000 1.16
 

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成25年10月１

日から平成25年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けており

ます。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,831,651 2,475,033

受取手形及び売掛金 2,455,917 2,164,995

未成業務支出金 17,556 75,710

貯蔵品 37,399 35,476

繰延税金資産 118,406 53,734

その他 216,474 174,890

貸倒引当金 △245 △572

流動資産合計 4,677,159 4,979,268

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 527,132 545,927

土地 538,806 574,192

その他（純額） 21,974 24,161

有形固定資産合計 1,087,913 1,144,282

無形固定資産

のれん 25,418 14,525

リース資産 81,794 52,794

その他 19,676 18,783

無形固定資産合計 126,889 86,102

投資その他の資産

保険積立金 1,030,484 1,008,320

繰延税金資産 91,292 74,230

その他 1,396,929 1,410,305

貸倒引当金 △63,893 △63,811

投資その他の資産合計 2,454,812 2,429,044

固定資産合計 3,669,615 3,659,429

資産合計 8,346,774 8,638,697
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 772,904 719,636

短期借入金 948,160 949,250

未払法人税等 89,392 17,452

賞与引当金 189,685 103,122

受注損失引当金 20,094 10,130

その他 1,130,698 1,481,658

流動負債合計 3,150,936 3,281,251

固定負債

長期借入金 526,800 570,700

退職給付引当金 272,191 279,792

役員退職慰労引当金 89,715 89,715

リース債務 50,009 41,619

その他 63,513 64,266

固定負債合計 1,002,229 1,046,093

負債合計 4,153,165 4,327,345

純資産の部

株主資本

資本金 654,460 654,460

資本剰余金 635,900 635,900

利益剰余金 2,853,545 2,927,610

自己株式 △16,906 △17,953

株主資本合計 4,126,998 4,200,017

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 30,653 58,424

為替換算調整勘定 1,227 14,969

その他の包括利益累計額合計 31,881 73,393

少数株主持分 34,728 37,941

純資産合計 4,193,609 4,311,352

負債純資産合計 8,346,774 8,638,697
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

売上高 12,084,239 12,886,265

売上原価 10,485,397 11,236,344

売上総利益 1,598,841 1,649,921

販売費及び一般管理費

役員報酬 101,668 106,372

給料及び賞与 536,617 574,692

賞与引当金繰入額 22,832 23,338

賃借料 175,602 192,837

貸倒引当金繰入額 △1,285 △120

その他 542,904 619,120

販売費及び一般管理費合計 1,378,340 1,516,239

営業利益 220,501 133,681

営業外収益

受取利息 9,154 8,163

受取配当金 3,547 5,848

持分法による投資利益 16,981 34,149

投資事業組合運用益 － 1,876

保険返戻金 21,179 20,072

その他 18,200 23,134

営業外収益合計 69,064 93,244

営業外費用

支払利息 11,197 10,851

投資事業組合運用損 7,691 －

その他 5,983 5,986

営業外費用合計 24,872 16,837

経常利益 264,693 210,087

特別利益

固定資産売却益 1,409 67,043

投資有価証券売却益 2,832 1,000

特別利益合計 4,241 68,043

特別損失

固定資産売却損 628 －

投資有価証券売却損 5 －

特別損失合計 633 －

税金等調整前四半期純利益 268,300 278,131

法人税、住民税及び事業税 62,805 85,765

法人税等調整額 76,598 67,513

法人税等合計 139,404 153,278

少数株主損益調整前四半期純利益 128,896 124,853

少数株主利益 4,036 3,212

四半期純利益 124,859 121,640
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 128,896 124,853

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 5,477 27,770

持分法適用会社に対する持分相当額 136 13,742

その他の包括利益合計 5,613 41,512

四半期包括利益 134,510 166,365

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 130,473 163,153

少数株主に係る四半期包括利益 4,036 3,212
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

　

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

　
当第３四半期連結累計期間

(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

(連結の範囲の重要な変更）

第１四半期連結会計期間より、㈱関東消防機材の全株式を取得したため連結の範囲に含めております。

 

　

(会計方針の変更等)

該当事項はありません。

　
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

該当事項はありません。

　

(四半期連結貸借対照表関係)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

（偶発債務）

当社の関連会社である調和小学校市民サービス㈱
が保険会社と締結した、調布市立調和小学校整備並
びに維持管理及び運営に関する履行保証保険契約に
基づく履行保証保険金額に係る求償を受けた場合、
その求償額 12,479千円に対して連帯保証債務を負っ
ております。

（偶発債務）

当社の関連会社である調和小学校市民サービス㈱
が保険会社と締結した、調布市立調和小学校整備並
びに維持管理及び運営に関する履行保証保険契約に
基づく履行保証保険金額に係る求償を受けた場合、
その求償額 13,078千円に対して連帯保証債務を負っ
ております。

 

　

　

(四半期連結損益計算書関係)

該当事項はありません。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及び

のれんの償却額は、次のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

減価償却費 65,373千円

のれんの償却額 10,893
 

減価償却費 72,707千円

のれんの償却額 24,679
 

 

　

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 23,801 5 平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

平成24年11月７日
取締役会

普通株式 23,800 5 平成24年９月30日 平成24年12月10日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 23,794 5 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金

平成25年11月５日
取締役会

普通株式 23,780 5 平成25年９月30日 平成25年12月10日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)及び当第３四半期連結累計

期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

当社グループは、建築物総合サービス事業を主たる事業としており、その他にホテル業、居宅介護

サービス業、トナー販売業、不動産賃貸業を行っておりますが、これらの売上高、営業利益及び資産の

金額は、それぞれ僅少でありますので、報告セグメントは建築物総合サービス事業のみとなり、その他

の事業は全体として重要性が乏しいため、セグメント情報の記載を省略しております。

　

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

  １株当たり四半期純利益金額 26円23銭 25円57銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益金額(千円) 124,859 121,640

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 124,859 121,640

    普通株式の期中平均株式数(株) 4,760,221 4,756,982
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

　

　
(重要な後発事象)

 該当事項はありません。

　

　

２ 【その他】

平成25年11月５日開催の取締役会において、第52期（平成25年４月１日から平成26年３月31日まで）の

中間配当を行うことを決議いたしました。

 中間配当金の総額                             23,780千円

１株当たりの中間配当金                        5円00銭

支払請求の効力発生日及び支払開始日   平成25年12月10日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成26年２月７日

株式会社ハリマビステム

取締役会  御中

　

有限責任監査法人トーマツ
 

　

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   芝   田   雅   也   印
 

　
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   石   井   宏   明   印
 

　　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株
式会社ハリマビステムの平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計
期間(平成25年10月１日から平成25年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平
成25年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算
書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務
諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実
施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公
正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ハリマビステム及び連結子会社の
平成25年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表
示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　
 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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